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Neural Network Console

ドラッグ＆ドロップで

簡単ニューラルネットワーク設計

1

ソニーネットワークコミュニケーションズ株式会社
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会社概要・事業案内
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AI関連サービスの特徴

◼ ソニーの独自技術で開発されたもの

◼ ソニーグループ内で実績のあるもの

高

低（ユースケース特化）

汎
用
性

Deep Learningを用いた開発ツール

予測分析に特化
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Neural Network Consoleの開発背景

開発者が用いるソフトウェアの開発として研究が始まる。

開発効率の圧倒的な向上から社外公開へ。

～2000 2010 2011 2013 2015 2016 2017 2018

機械学習の研究開発
2010年～ Deep Learningの研究開発

2010年～ Deep Learning開発者向けソフトウェアの開発

2011年～ 初代コアライブラリ開発

2013年～ 第二世代コアライブラリ開発

2016年～ 第三世代コアライブラリ開発

2015年～ GUIツール開発

2017年6月 Neural Network Libraries公開

2018年5月 Neural Network Console サービス開始



5 5

Neural Network Consoleのコンセプト

Neural Network Libraries Neural Network Console

◼ ディープラーニング研究開発者向け

のフレームワーク（他社製既存の

Deep Learning FWに相当）

◼ コーディングを通じて利用ができる

ため、高い自由度がある

◼ 最先端の研究や製品への実装にも柔

軟に対応

◼ GUIによるビジュアルな操作で敷

居が低い

◼ 様々なサポート機能で高い開発効

率を実現

◼ ソフトウェア、ハードウェアの環

境構築が不要

◼ 豊富な計算資源があり、最大8台

のGPUで高速な学習、評価が可能
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Neural Network Console の機能比較

Neural Network Console クラウド版

お試し利用 有料利用 有料利用（法人版）

モデル開発

基本機能 利用可能 利用可能 利用可能

GPU実行 2時間まで 利用可能（従量課金※1） 利用可能（従量課金※2）

グループでの開発 利用不可 利用不可 利用可能

モデル利用

モデルダウンロード 利用可能 利用可能 利用可能

API実行 利用不可 利用可能（従量課金※1） 利用可能（従量課金※2）

※1 有料利用ではご利用額はクレジットカード決済になります。
※2 有料利用（法人版）ではグループ内のご利用額をまとめて請求書払いが可能です。

Neural Network Console
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Neural Network Consoleの開発工程におけるサポート範囲

ディープラーニングでのモデル開発工程

学習・評価データ収集

モデルの設計

モデルの学習・評価

製品・サービスへ搭載

画像データやベクトルデータなど様々なデータに対応

当ツールを利用し多数のソニー製品が開発

Neural 
Network
Consoleでの
サポート範囲

※有償での
サポートあり

※有償での
サポートあり
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豊富なGPUリソースを利用可能ニューラルネットワークの構造自動探索

学習の履歴を集中管理ドラッグ＆ドロップによる簡単編集

8

Neural Network Consoleの特長
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特長1．ドラッグ＆ドロップによる簡単編集

コーディングレスでのニューラルネットワーク設計を実現（コーディングスキル不要）

複雑なニューラルネットワークもすばやく構築可能（作業時間の短縮）

ニューラルネットワークの構造を視覚的に確認しながら短期間でディープラーニングを習得可能
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特長2．学習の履歴を集中管理

学習結果が自動記録され複数のネットワーク構造を管理せずに試行錯誤に集中できる

どのようなネットワークで、どの程度の精度が得られたのかの分析が容易

↑学習履歴 ↑精度評価結果 ネットワーク構造のプレビュー↑
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特長3．ニューラルネットワークの構造自動探索

ネットワーク構造のチューニングにおける最後の追い込み作業を大幅に効率化

フットプリントも同時最適化するため、HWリソースの限られた組み込み用途にも有効

※ グラフの縦軸は誤差、横軸は演算量（log）、各点はそれぞれ異なるニューラルネットワークの構造を示す

※ 動画は最適化済み結果を早送りしたもの
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特長4．豊富なGPUリソースを利用可能

◼ ニューラルネットワークの学習には膨大な演算が必要

◼ マルチGPUを用いるて学習完了までの時間を大幅短縮

◼ 環境のセットアップ、メンテナンス作業不要で

豊富なGPUリソースを安価に利用可能
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ご利用の流れ

Neural Network Console Cloud
サインアップ・アカウント登録

ログイン・ログアウト

1) 学習用データをアップロード

2) ニューラルネットワークを編集

3) 学習、評価結果

4) ダウンロード

5) ユーザーが開発する
ソースコードにマージ

６) ユーザーのWebや
デバイスで推論を実行

Neural Network Console利用者

ワークスペース容量

実行時間

Webブラウザでアクセス
：利用量に応じた

課金の対象
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Neural Network Console クラウド版の利用料金

■利用料金の考え方

■利用料金
リソース 料金

学習・評価

CPU CPU×1 85円/時間

GPU

Standard

NVIDIA® T4 GPUx1 130円/時間
NVIDIA® V100 GPUx1 560円/時間
NVIDIA® V100 GPUx4 2,900円/時間
NVIDIA® V100 GPUx8 5,800円/時間

ABCI

NVIDIA® V100 GPUx1 300円/時間
NVIDIA® V100 GPUx４ 1,650円/時間

NVIDIA® V100 GPUx４ ×4ノード(16GPU) 6,600円/時間
NVIDIA® V100 GPUx４ ×8ノード(32GPU) 13,200円/時間
NVIDIA® V100 GPUx４ ×16ノード(64GPU) 26,400円/時間

NVIDIA® A100 GPUx1 800円/時間
NVIDIA® A100 GPUx8 5,000円/時間

NVIDIA® A100 GPUx8 ×4ノード(32GPU) 20,000円/時間
追加ワークスペース(月額) 200円/10GB
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ABCIとは

• ABCI は、国立研究開発法人産業技術総合研究所が構築・運用する、世界最大規模の
人工知能処理向け計算インフラストラクチャで日本における産学官共同のAI研究開発を
加速するプラットフォーム。 参照 (https://abci.ai/ja/)

• 世界トップレベルの計算処理能力とデータ処理能力

• NNCクラウド版ではABCIのGPUを学習、評価に利用可能
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法人プラン

■月額料金※最低利用期間契約開始月を含めた12ヵ月間となります。

基本料金

50,000円
グループ機能

テクニカルサポート

ワークスペース100GB

CPU/GPU利用料

従量課金
例）NVIDIA® T4 GPUを

40時間利用すると

130円×40時間＝5,200円

追加ワークスペース

10GB追加毎に＋200円
※契約時に100GBが付与されます

■特徴

グループ機能
テクニカル
サポート

請求書払い

グループ内でプロジェクトとデータセットを
メンバー間で共有できます。メンバー間での
シームレスな共有により、複数人での共同作
業が効率的に行えます。

クラウド版に関する操作方法や仕様、弊社提
供のサンプルプロジェクト、スターターガイ
ドに関するサポートをメールベースでご提供
いたします。

GPU利用やワークスペース追加した場合の従
量課金分も請求書払いが可能です。またグ
ループに対して1つの請求書におまとめしま
す。
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よくある質問

Q 使い方がよくわかりません。

A サイトにて使用方法についてのテキストとYouTube動画を公開しております。
またコミュニティページも開設しているためお気軽にご利用ください。

Q 支払方法について教えてください。

A 請求書の発行や法人内での複数名での利用の際、まとめて請求や支払いが可能
でございます。また、お支払い方法を毎月から毎年に変更することもできます。

Q 予算の上限を設定して利用できますか？

A お客様のご予算に合わせて上限の設定が可能です。また、従量課金ではなく、
固定額でのお支払いもご相談可能でございます。

Q 開発面でもサポートを依頼できますか？

A お問い合わせいただけましたら適宜サポート対応をさせていただきます。
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事例のご紹介

18
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応用事例：アダプティブサウンドコントロール

ペアリングしているスマートフォンから収集された加速度センサーにより、

停止/歩行/走行/乗り物の行動パターンを検知し、再生モードを自動切り替え。

ヘッドホン（WH-1000XM3, WF-1000X 他）導入先
センサーからの行動検知による再生モード切り替え

ペアリング先のスマートフォンの加速度センサーで
行動検知、ノイズキャンセリングや外音取り込みの
モードを自動切り替え

概要

シーンに応じた再生モードの自動切り替え目的

サービスイメージ

行動認識

Deep Learning エンジン

入力 出力

モデル

データ

クラス（停止、歩行、走行、
乗り物）

時系列（加速度センサー）

停止

歩行

走行

乗り物
加速度

“アダプティブサウンドコントロール”

19
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お客様応用事例: 群馬県蚕糸技術センター様・群馬産業技術センター様

産卵台紙※1上の複数の蚕種の中から不良卵を一度に分類できるエンジンを開発し、

蚕品種育成環境へフィードバックし孵化率の向上を目指す

蚕種製造業者導入先
蚕種の中から不良卵を分類

複数の蚕種の中から一度に不良卵を抽出・分類するエンジンを
開発。蚕品種育成環境へフィードバックすることで孵化率の向
上に寄与。

概要

蚕種の孵化率向上目的

不良卵の分類モデル

データ

画像（産卵台紙※1上の蚕種）

Deep Learning エンジン サービスイメージ

入力

※1 産卵台紙:カイコに卵を産みつけさせる厚手の紙
※2 催青死卵: 「催青」とは、蚕種を適切に管理された環境に置き孵化させることを意味し、「催青死卵」は催青中に死んだ蚕種を指す。

「蚕種(カイコの卵)の不良卵分類（一般財団法人大日本蚕糸会貞明皇后助成金事業）」

蚕種製造業者

不良卵の分類エンジン

孵化率向上↑

蚕品種育成環境へフィードバック

蚕種

■不受精卵: 49

■普通死卵: 14

■催青死卵: 1

カテゴリー（不良卵の種類）
数値（位置座標）

出力

不受精卵
(10,13),(12,15)
・・・

拡大図

普通死卵
(8,9),(110,11)
・・・

催青死卵
(13,5),(15,7)
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お客様応用事例:日立造船株式会社 様

欠陥有無の検査工程導入先
欠陥有無の検査

超音波の波形画像から熱交換器の欠陥有無を判定するモデ
ルを作成。これにより、検査時間を75%削減、検査員の認識
性能を超えた判定制度を実現。

概要

検査時間の短縮目的

熱交換器の欠陥検査モデル

データ

画像（超音波の波形画像）

Deep Learning エンジン サービスイメージ

入力

「超音波探傷検査システム」

カテゴリー（OK、NGの検査
結果）

出力

熱交換器溶接部の欠陥有無を超音波の波形画像から自動で判定するAIシステムを作成。

OK NG

溶接欠陥有りと
判定された画像のみ
目視検査を実施
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お客様応用事例:順天堂大学 様

画像診断の研究導入先 画像診断の研究

MRI、CTなどの医療画像を鮮明化のモデルを作成。古い装置
で撮影された画像の高解像度化などへの応用を検討。

概要

医療画像の鮮明化目的

医療画像を用いた画像の鮮明化モデル

データ

画像（医用画像）

Deep Learning エンジン サービスイメージ

入力

「画像の鮮明化」

画像（鮮明化画像）

出力

医療画像を用いた画像診断の最先端研究に応用。画質の荒い医療画像を鮮明化するモデル

構築を実施。学会などでの受賞歴もあり。
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お客様応用事例:順天堂大学 様

画像診断の研究導入先 病変検出の研究

MRI、CTなどの医療画像に対し、病変の検出を行うモデルを作
成。医師の診断サポートや見落としの防止などへの利用を検討。

概要

病変の検出目的

医用画像を用いた病変の検出モデル

データ

画像（医用画像）

Deep Learning エンジン サービスイメージ

入力

「画像診断の最先端研究」

カテゴリー（病変名）
数値（位置座標）

出力

医療画像を用いた画像診断の最先端研究に応用。医療画像の中の病変部分をマーキングす

るモデル構築を実施。学会などでの受賞歴もあり。

入力と出力の
差分画像で
異常を検出

病変名 [(150,350), 

(800,1200)]
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そのほか法人様での事例

24

詳細はhttps://dl.sony.com/case/

法人名 ユースケース

旭化成様 製品外観検査

順天堂大学様 病理診断

日立造船様 設備検査

積水ハウス様
製造ライン判別、
作業員指示など
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これまで

これまで

■機械学習による異常検知タスク

これまで

Neural Network Consoleクラウド版なら

異常画像を大量に収集する必要がある

学習に必要となる画像は、正常画像のみ！

異常画像が集まらず諦める・・・

【 教師無し学習の手法の一つであるPaDiM（Patch Distribution Modeling）による画像の異常検出 】

ソニーが独自に学習を行った事前学習モデル※を利用して、特徴量分布を比較します。（※商用利用可能）

異常の定義が出来ない、異常画像が集められない、といった現場において効果を発揮します

正常画像のみ

学習

検査する画像

推論
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■検査例１：サンプル画像（菓子）による異常の検出結果

AIが検出対象である画像の“異常度合い”を、数値の大小で表現したデータを出力します。

入力画像（異常あり） 出力データ※

※出力データをヒートマップとして可視化し、入力画像に合成したもの。異常度の高い部分が赤色で表現されている。
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入力画像（異常あり） 出力データ※

※出力データをヒートマップとして可視化し、入力画像に合成したもの。異常度の高い部分が赤色で表現されている。

AIが検出対象である画像の“異常度合い”を、数値の大小で表現したデータを出力します。

■検査例２：サンプル画像（電子基板）による異常の検出結果
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